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［はじめに］

当施設では2006年4月新築移転（719床）し，高気

圧酸素治療センターは，準備期間を経て2006年12月よ

り治療を開始した。

今回，疾患別経過推移の現状等を調査し，問題点

や課題について検討を行ったので報告する。

｛対象・方法］

①対象：2007年 1月～2008年6月の 1年6か月間。

②方法：第 1種高気圧酸素治療装置（SECHRIST

Model 2800J/2800JR）で，酸素加圧下2.0～2.8ATA

で施行した症例。

③調査方法：治療数（救急・非救急），依頼診療科，疾

患別（主病名）依頼の経過推移等の現状調査を行い課

題について検討した。

［結果］

①治療患者数は132名で，治療回数は1183回で、あっ

た。

②治療回数の内訳は救急的適応が468回（39.5%）で

非救急適応が715回（60.5%）で、あった。

③適応疾患別の依頼件数では，脳梗塞・脳出血・一酸

化炭素中毒の順で多く，イレウスや突発性難聴の症例

数が少なかった。

［考察］

疾患別では，脳－神経科のHBOに対する認知度がある

ものと考えられ，その他の診療科には今まで、以上に啓

蒙活動が必要であると思われた。

課題として純酸素加圧から空気加圧への変更が望ま

れており，災害対策の面から第2種装置の設置検討が

必要と考えられた。
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北海道大学病院では平成10年 8月より高圧酸素治

療第2種装置が導入され，札幌圏内唯一の当装置設

置機関として治療に当たってきた。そこで、，この10年

間の当院における高気圧酸素治療症例の変遷につい

て検討した。平成10年度の治療延べ回数は886回，う

ち救急適応回数は127回で、あったが，平成19年度の治

療延べ回数は1071固と増加し，そのうち救急適応回数

は203回と19%を占めるまでに増加した。年間症例数

は101人であり約20人増加した。疾患別では突発性難

聴が最も多く約20%を占めたほか，放射線性勝脱炎を

はじめとする放射根治療に伴う臓器障害が 2番目に多

く10%から15%を占めていた。平成17年度からはス

ポーツ障害の治療目的の利用を開始し，また肝移植後

の肝不全への適応を加えて，より活発に稼働させてい

る。一酸化炭素中毒の適応に関しては2002年の

Weaverらの報告に基づき，一酸化炭素への暴露終了

から36時間以内に 3回の高圧酸素治療を行ってきた。

最近の話題を交えながら報告する。
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